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|                 〈問題文の表記は、原本のままです〉

く筆答攣査A〉も
1)司 し大きさり,xの 文字が書かれたカー トとYの文字が著かれたカー トをたくさん用意 した
これらのカー ドを、次のルールに従 ,て ,なから横‐―男に″校並・くるとき,次の (1)～ (3'の間
いに答えなさい.ただし,″ は■の整徴とする.

・ た場のカーードは ヽのカー トで ,う る.
・ Yの カー トの鋒:=,Yのカー ドをおくことtまできない。
{■えは,下の幅のよう1`,″ -1, 2, 3の ときは,ルール:こ従った並べ方が,それぞれ
1趣
',, 2遍

り, 3通 ,あ る.
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うや っ て 自合 の 身 億 千趙 ■ て ぃ ス■{↓ 童  |

;:暑奪IIE2怠繕|:IttTttLtttttili百 鼻藝寧亀鴛下〒息轟鷲急曇菅曇 |を,思考にしろ感情にしろ,赤 ちゃんのときゃヽら語彙を増やし,修辞ゃ論理を学
ん で ,言 葉 l~で き る よ うに な っ た わ tサ です か らね 。 赤 ちゃ ん に で き た こ とが  大
人にできないはずはない.
だから, レヴィナスのフランス譲をなんとかして日本語I=置 き換える, ても.

自分の身体にしぅくりくるような日本語にならないと「気持ちが悪いi,手 がふ
り泳そこだけなんです。 「気持ちが暮い」のはたぶん訳文が間違 っているからで
す。でも,それなら 「気持ちがいい」文を書 :す ばいいのかというと,そ ぅぃぅわ
けでもない。 レヴィナスのように深遠な思想家の場合l■ ,撲程度 47j理解力や経験
押でI■ とても及ばないようなレベルの叡智を語っているわ■で,そス′なに簡単t.‐
'わ
かりやすい日本語1に落とし込める:ますかない.
でも,不思議なもので,そのうちに・●・かのはずみで

'意
味 Itわからないが,気

持ちが悪くはない,と いう文章ができることがある.「意味がわからない,の は
難生的に 1ま まだ飲み込めていないか、です。ても,「気持ちが悪く,まない」とい
うのは,そ の思念なり感覚なりに,僕か身体的にはすでに同期していることを示
しています。「ほら,な

～
て言つたらいいのかな。ほら,あれ。あれ,喉元

=て出かかってぃるんだ :す れど …jと いうことってあるでしょう。身体的に
`ギ

走嘉
され てい るのだ :す 0し ど,ま だ言語イとされ ていな い。
自分の熟性 の水 準や ス ケール を超 え る知 見を 自分の 言葉 で表現 しよ うと望 trな
ら, ど うして も, この 「もどか しき」の領崚 を通過 しな けれ ば /j・ らな tヽ .ttぅ ,

それ は発生 的 に liご くご く自然 な ことなん です .幼 兄が言語 を襲 ;し て■ くプ ■
セ スは ,ま さ iこ その よ うな it,ど か しき」の連携 だつたはず です か ら,
その逆 に ,意 味 ,ま なん とな くわかる ,う れ ど,さ っば り身 体的に :島 効 しな い とい
う場合 もあ ります。 まず言葉 があ る.で 1). イメー ジが ない。言葉 l■ ,コ ってい るり
1意縁奨基曇TI言彙Tヤ辞通信機LttF菅貧Fl轟置姦班二Fiち、,「き票
減 苺 す れ ば火 も また 涼 しJと か ,こ ぅい うの は ま ず 言 葉 が あ っ て ,身 体 実 感 は な
い .ふ つ うの 中学 生や 高校 生が漢 文 の時 間 に , ′恐‐髪 天 を衝 く ,と ぃ う言葉 を見 て
も,想 りのあ ま り髪の 毛が道立 つて天 を衝 くなん て ,身 体実感 と してはわか らな しヽ .
こ うい う場 合 は まず 言 葉 が あ る. :辟 工 |"照 らす 」 とい う言 葉 が ます あ る .お
互 い の 気 持 ちが ょ くゎ か る とい う意 味 だ と辞 書 に は 書 い て あ る。 で i),僕 た ちは
「肝 :や 「灘 」 力ヽ ど こ に あ るか 場所 さえ特 定 で きな い。 それ が f相 照 らす 1.内
鐵 を ギ うゃ っ て照 ら し合 うの か ,す とん と理解 で き た とき に は

`簿
に落 ち る Jと

い う言 葉 を使 う.で も ,「 綸 Jっ て 何 な の か ,そ こに何 が 落 ちる の か .身 体 実 感
が ない 。 「心 頭 減 封す れ

`I本
も ま た涼 t´ ,と い う 1す れ ど ,火 に度 か れ てえ バンだ ニ

とがないので ,わ か るはず が ない .
言葉 が まず あ る。 それ を習行す る、イ メー ジを伴 わない用法 ,身 体的 な実感 に
裏打 ち され てぃ ない語 をまず党 える.で も,それ |ま気持 ちが悪 いわ |す です よ.容

策鍾[″f鳥、オ盤硯
｀
1ず爾t勇穐ヵiT、 Li瞥:鷲難i

そ して ,無 意 簸 の うち に そ れ に合 う i中 身 |を 探 して い る,何 か 未 矢口の もの を 見
るたび に ,こ れ :よ もしか して

'自
分 が言 葉 だ Iサ 知 って いて ,実 物 を力:ら な い あれ :

で は な い か し ら と考 え る。 必 ず そ うい うこ とを して ,(る と思 うん で す 。 も ち ろん
無 彗 敵 に。 で も ,「 これ が『 あれ 』 な の か な ?」 とい う問 い |=忘 れ られ る こ ど ■
なしヽ。そ l´ て,I‐ るF,も のすごく思ったとき,頭皮がムスムズして, tl穴 が少
し広がら、いるような感じがした。そのときに,「あ.こ れが『悪髪天を衝く』
かJと 思う。友だちと話していて,わずかな言葉で,す うっと気持ちが通して ,

胸が気分よく広がったょぅな感じがしたときに,「 あ, 1奸 F● 相澤らす」とはこ
のことかJと 思う。そういうふうに,まず月法が先行すると,そオ■を埋める身体
実感を撮 しながら生きてゆくことになる。シンデレラ姫のガラスの靴めように,

0容と.物がまずあって それにびどこ,と 収まるちンテンツを探している.

tf倉言『]:[lilド 11::[18::li言き['lili[:::I
の 看 具 山」 も実 物 を見 た こ とが な い ,で も ,言 葉 だ け l■知 っ て い る :見 た こ と・・l
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「創 造 的 な言 語 活劫 」 とい うと , 自分 の な か か ら次 々と新 しい ァ ィ デ ィア が 浮

堂象:塁ごキニ」ぜ暫言箸営E遍違彙芳憲T:二 Ici:ち :「
かべます1ずれと,

藁 l[]ititil欝塩雄≧,等∬
不 均 衡 Jを 高 い レベ ル に維 持 す る こ とで は な い か ,僕 ;まそ ん 41■ う ,こ 思 うの で す 。

(■ ■ 樹 i場 場 ″ :■■薇」 irま 碁,
(注 )ハ イデ ォー

=ト ィンの哲 学者、
エマニュニ′レ・ レブィナスークランスol薔学者.

■ ,す る――撃→ヽる.

牟Ⅲ●しっ力・つと手 i二 持つこ■.

デスクト/● =ベ ソコンを起褻 1.た 警にに楽 D基 ■となる巫百.
コン■ンター■身.内 容 .
I人
=そ
梨 ぇ ね 私 は 共 に ,サ リ j :士 に も つ を お も は ざ り ,つ J Iあ ら は れ わ た う 飯 ,こ ,網

へ 未 J「 ―rt iヱ す て ru・ 天 ■ 看 某

“

1-そ れ ―
‐
れ , |百 人 一 言 」 に 黎 わ ら れ た ヽ 筆 ′)― 譲 分 .

蒻11奎 ‐ 発 行 す る 条
～
か ら は ,漣 や 説

"0で
き な

|ヽ
 新 し ぃ 摯 牡 を ■ み ■ ■ ■ |な 桂 斎 .

(1)下 線部分 0の 「議 の再纏警 化」 とは ,ど の よ うなこ とか.30字以 内で書 きな
き,ヽ .

(2)ヽ 縁部分0,r容 れ場 が ます あって ,そ れ にびた りと収 まるコ ンテ ンツを榛
｀ してい る」 と Iよ . どの よ うな ことか。 80学 以 内 で書 きな さい .

(3' 下線 部 分 0に つ い て  筆者 は ,言 葉 が 生 まれ,て く る途 [に  「身 体 ‐4意 !iわ
るが ,言 葉 に な らな い ,と い う不 均 衡 状 態 が あ る と述 べ て い る .こ の こ と ,こ
つ|｀て,あな■i=ビη事ラ|=■′う/・.身近な鋼をお―げて,i,,o宇よだ、で書き
なさい。
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く1)次の0,0の 間|ヽこ答ぇなさい,                ‐

l‐  ″=4の とき,並べ方は何通 ,あるか,答えなさい.
2 ,,=6の とき,並べ方はl・・通 りある力、 答えなさい.

0'― ドか2けたのときの■べ方のうち,右場のカー トがYあカー ドでぁる並べ方の総数It,"
め棒 :い くつのときのこ・ 方ヽの総数 と等 しくなるか、理 l● をつけて,求めなさい。

(3)″ =17の とき,■:から9枚日のカートがYのカードで
' 

このカードらヽらみて,カードの文字
の薦こ

"が
な右 対す とな るカー ドの 並

べ
″ は 何通

'あ
るか 。理 由 をつ けて ,求 め な さい。

2' サ:の英文を諭ス′で,あ との(1)～ (J)の問ぃ:こ答えなさい.
DO yo“
事e Rallugし∞聰P II量 cb∞ks ve,轟 uc卜 ,and I ViSt thC City IIblarv

nenr ln,llous,c・ V。■「 t`ekend  NIany pcOplc“ llle to the llbrttT, and they uSually
bo■■ぃ■bO●ts Some pに Ople s●y●lere br many hOurs,ind bookき u・hlch att new tO
thelll a,d enioy reading them

l ttn a mcrn“ r Of the Hbra■ staff at=w lugll sci∞ L l■ llct l lvas rcadlng a

lleW｀ papor il、 11lc ltbran at school,l saw somさ data in the new、逍per  鶴 e data
showea thこ el。讐enta～ sch∞ I students rad ttore thtt Jurlior“ gh sよ。Ol studertts Or
high tthoa studё nts ■■,data alsO si:。 ぃed■lat hx of ttgi sぬ ∞I studeFltS rCad llo
b001S Ill a m,ntl)I Wanttd mcl■ c stidcnts to tisit our schOOl■ bね

" 1、
そmted tO

kn。、v wilat l cOu10 do tO lliakc OuF School library more pOpuiar

｀`■,,I"′ ent tO thc ciけ libra,and reaC a bOoklet● flna the arlswe■ ,I tOund a
grapll tt thc bc101tlct Fram tle『 ap■ ,I lcanled tlle ldea3 0f Ыgh sぬ001 students whO
didn't read l)o()ks

ldI驚漢艶:i11驚1[
Our ticnds don trcad杖 ル sヽ

r)

(,thor lta sOIis

`One■ ua‐、t.an ci,,ぉ ol■Inv ans、ve rs,

In tl,c raph, we can scc thc answers to thc qllcstion .`勢■,dO you read no
llooks,(v" 

平Or,tl■lhaF I(tleヽ いdentS Say they dOn'1絶ad b。。ks bLcausc■ ey
do,l't have●me l● r“d brJoks Thc percentagc OI stments whn saV thCv tte

lllttrested Ⅲ。●ler a改市i●c,ヽ 施ghcr ulai the perccntarぴ stuは
「
証swぉ siv th"

“
n't havc働由,ablt ryfleaang bⅢ ■き.Allout 20贅

“
the studcntsュ y●it the,市 nk

tヽ t“〕ubゃ sOTO tO read botlks 対■6st thc鈎 mc numbcr Ot studellts si,that al:re
are no b001s they Want to rcad l alsO lcarnc● ancther thing Flom this boo■ let

Yany hi♪
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■
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boOks

D山な tヽlntiner vacat10n,1,lv incnd andェ f゙ent to tht cit,Hbra～ tO jOin an
bteresing● vctt br Studcits Eacn team bttu8、 t thei亀●・Orltc bc10k and ttked
about t:le stOly tCl thC 。●ler "枷s  BcrOrc tllc pe■ fonnancc, thc spcakers had tO

,ザ
dC What t。

,管 ■ 1llake oth,stulCntS itter■ ted Ⅲ■ci stolts tter each
peⅢコ:ance.cve,One“ lked about ttt b∞ k tOgcthcrおr thlto前 lut6s 愚さr tt tllt
pelfol nlan"s..lll th。
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、 l d gave薇 o■ rdS tO ttё  tcanls.wo e■lJoyed tllis cvent
tOgethe■ ドiⅢ otller sttlderlts l th6uょ t,“ If I 10 111is in Our saloOI.sttldenヽ 螢n share
thcir ltOIⅢ 81ド :ぬ erh other`ndぬ ey w■ l tallt to rtad■ lore b00ks Ⅲ

Therё alu goOd pOints tlll readil,= boOks.  We usc thc lnternct at hOme Or at

轟 ool,and we c■ ェ 10am a l(大 ぼ 轟ings■ On,the lntcrnc●   But We sOmcllmOs dOn't

や°W htt tO gCtぬ e ittln・ aれnw,IV41■t when… ●0`the■。ra,■ brattaisが vc
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κnow wbat i cotlld`ltl to make oLtr SCh(Ю l lib難 ,v mOre pOpuiar

Fヽhel■ I we:it to the city Jl)● 獨γ and read a booklet to fl■ d the mswer,I foun(ia

grapl■ in thc Ь。(,klcti e■ OIIl tllc gaph 1 lca■Tcd tl■ c ideas OF high sch001 sほ dents who

diri11't read l)。 ●ks

-整   1    1 __

■l the gral)h, we can scc・ thc ans、 vcrs to thc question ..WЪ v(lo y● 1:read nd

i)o(,ks:low2''   1ヽ0ro lh"n half oF the studcnts say tlley don't■ etd bOoks bccause thoy

●on′ t havc tilこ lc tO ro.・d books  Tl,e percerutagc or st,dents who say tlley aFe

iliterestcd in otller activities is higilcr II・ an the pcrccntage()f studcnts ¨
`ho say tllcy

don′t聰vc tlle llabit llf rcading l)ooks  Abo■ t20%of ute studcnい ぃy that tll。,think
it is t■ oubiesOmc to rcad blxpks  AllnOst thc sal,ci,unibcr lnf stl■ dents my that tl‐ e壼

arc!l● bcloks they want to read  l also lcarnod anothel t,lillg frOm this l,ooklot

lヽa:ly:“ ψ  sCl]0。 l studollts l:kC r“ dilltr l)cloks.lnd ihey tilink it is imprDrtant to"ad

boo■ s in the ttture Ft thc library statl jtt・ tlle students a chance to conle to dle

lil)rar, 3ntt(,I“ JI 111ヨ■y kinds ofixloks, the sttldents 、、■1l bec()mc tntcrested in reatling

Ⅲltcrcsting cvent Fc r studeilts  Each tcam broヽ ht their ttvoHte い。k and,誠 ked  :

abで,ut the sto,10 the other tearns  BcfOreぬcrだrlonnancc,the sp“ kc、 Ld t。  :
deci● e wll■ ● Say t。 lnake otllcr studc:lts interested in their stories ,犠 er catll :

Iぅo」on■ance.eveゥ One talked a“ ut曇 eb杖永 to"thcr fo■ u.rcc mIIlutcs ttcr all l■ t i
pcrおmiⅢ ce3,au tte meⅢ bers ch()se tharね v.ite b00ks T,el wЮ tC nlessな ge cなds i
about theirぬvorite boOks alid gavc the cards tO the tt‐ anls Wc enloyed ths cvent  i

togcther、‐th l.llhcr stildcnts  l thollght,``If l dO ttts in ollr scilool,sttldents can sharo  '

thcir“ eliltts with each other and aley W'1l wailt to rt・ ad n101℃ books‐         :
ThOre are g()。 こ p●lltts t!]reading b∞ ■s  Vヽc tse the lntemct at honle ol at  i

s品ool,and we can leanl a lot of thhgs tolnせ К Int改、cI But We sOmetinlcs don't  i

1ヽ1(2w how tO gct thc inおrmation wc want ぬヽιll we go“ thc lib腱 ,,彗 branans givc l

1l sネavice  、Vc call ltarn 31ore'om tlle libr the lnternet   l want to

inakc our scl,て x,l11ljra●  attね Ot,c as a n■ ember of thc library staF  l hOpe th.・ t rlorc

students、、,11●ol■e to our sch● ol libraγ  aid ellJoy rcadiig books
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|,■ ,■●:1 ●蓋■点  d`2 ■■‐-7  い。●露et l■,■   tn,w叡  ‐いえ
摯ョPlヽ  グラフ  |“ctれ、ど ■0  3oⅢ Ⅲ 活動  h■ れ。f‐―●

“
 ～■
^習
慣

薇注
"oo,、
c 籠●■  rrib"nmt` 発表  摯 武Or 蒙 t´ 手  ft・ cl■ 8、 懸|お

t" グラフ :「の A～ Dの !   !の 中 :こ 1■英文が入 る.Aヽ Dの l   lの
中 :■ 人るユ も適 当な ものを ,次 の ア～ ,・ 7_・ ら,そ れ ぞれ一つすつ遊 び ,その符
号を書 きな さい .

:ア  Vヽe aro il■ terested■ n Otllor activities

イ  Vヽc don t ilavo tilnc t● rcaa b1 0ks

,  Wc doll't lla、 ,e tllc habit“ readiltt bOOkS‐

=iE  Wc tiink it is tn,111,lesol,e to rc・・ld陥ks
(2)華 キは ,I体 み た , IIの

“

書燿 で との よ うな イベ ン トに参力
"し
たか,ま た .

イ1の イベ ン ト ■ヽ参力iし て考 えたこ とは何か.100年以内の 日本語 で書 きな さい。
(3)・ We can icttn n10rc from thc nb".饉 an tom thc lnternこ "と あるか , この こ

とに■)い て,■,な たな どの よ う1こ 考え るか,理 由 を含 め.19行以 Ijjの 英 文で薔
きな さぃ .

〈筆答検査 B〉

i間

'次
の文章をitん で,あ との(1)～ (3)の 問いに答えなさい.

僕は二十ftの とき|`九ィデガ_の F存在と時間』という難解で力]られる哲学書
を読 ん だ こ とが あ ります .最 初 はイiが 書 いて あ るの か ,ま つた くわ か らなか った ,
で も、 これ を読 ま な い と,そ 71と きの研 究 が先 に進 まな い の で ,二 週 間 :ま どか か っ
て必 死 に 護 み 通 しま した ,不 思 議 な もの で ,ス ター ト時 点 で は ま った く意 味 が わ
か らなか つた のに ,三 逸 問読 んで い る と,何 とな くわ か るよ うにな る。 それ は僣
えて言 うと,見ず知 らすの人た ちが行 き来 して,撃解 できない外国語 を しゃべって
い る芝層 を三 :F・l問 毎 日見せ られた よ うな感 じです。 それ くらい長 くつ きあ うと ,

な 7t′ とな く尽 情移 入できる登場 人物が出て くる.ひ い きの役者 もで きる し,「蓉
いた ことあ る」 とい う伴奏音楽や ,な しみの舞 台装 置 も設 Bllで き るよ うにな る .
そ うなる と,そ れ が 「ど うい う物語」 なの か ,舞台 の上で は何が問極 にな ってい
るのか ,何 とな くわか って くる.F・l,一の情報が く りか え し入力 され る と,人 間 の
属 はそれ を理解 できるよ うに再 r■ tt fと され る.ほ ん と うにそ うなんです。
その場 合 に経 験 的 に確 か なの 1ま ,身 体 を媒 介 させ る と効 率 的 だ とい うこ とで
す.声 に出 してま・_・、 あ るい li r写糧 」す る よ うに ノー トを とる。 身 体 を使 う
と,.脳 の再組織化 があ さ らかに加 速 さ■ る.身 体 を模介 させれ ば させ る itど ,

理解 は進 む、

僕 :=■ マ ニ ュエ ル  レウィナ ス とい う人の本 をい くつ {)訳 してい ますが , これ
t)ま た籠 ス′で もま った く意味 かわか らなか つたか ら訳す ことに したんです。 変な

話ですけれ と,そ うい うことつてあ /」 ん′です。 いざ始 めてみた けれ ど,何 頁
=く

して

も,自 分 で訳 した 日本 語の意味 が きっ ltり わ か らない。 それ で も毎 日訳す .:■ と
ん と写経 です .で 1),そ うい う禁欲 的 な作業 を何週 間 t,続 けてい る と,あ る 日気
づ くと

`呼
扱が 合ぅて くるJん です.セ ンテ ンスの終わ りが予感 される。 も う,そ

ろそ ろフ ィニ ッシ ュだな  と思 て,た ときにひ た りととリオ ドが くる とい うことが
こ きる.あ るいは ,あ る名 詞が出 た ときに , この名詞 に レヴィナ ス先生が選好す
る形容詞 ,■ 「あれ 」 かな と思 うと,そ の通 りの形容 詞 が くる。 そ うす る と,な ん
か うれ しくな るわ :す ですね。 「平吸が 合った ,か ら.意 味 が わかったわ :す じゃ な
いんです よ.身 体の リスムが合っただけ:で も,そ こ /・・らしか始 まらないんです .未
,1の思想 や感 覚 :こ接 近す る方 法 は結 局それ L´ か ない と思 う。身 体が｀ 用 す る。

身 体が同期 す る と, 1分 の身体の内側 に 自分 の ,も なか った感 覚が生 じます .
前イt未 賀 の 感 覚 だ :す れ ど,そ れ が 「僕 の 身 体 で起 きて い る出 来 事 Jで あ る以
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か Jと 思 う。 友だ ち と話 してい て′わずか な言葉 で ,す うっ と気持 ちが i重 して ,

胸 が気分 よ く広が った よ うな感 じが した ときに , 'あ , fttT:ユ 相 |・lら す」 とは こ
の こ とか 1と 思 ラ,そ うい うふ うに ,ま す用 法が先行す る と,そ れ を埋 める身 体
実感 を探 したか ら/1き てゆ くこと |二 なる.シ ンプ レラ姫 の カ ラスの靴 の .tう :■ .
c容れ物 がまず あって ,そ れ にひた りと スヽま るコンテ ンツを撲 l´てい る.

ブ、こそ見えねユi=来にけり,と か
'十

,■ものをおも|■ き,け り1と ,

古冤菫最 重写可 え享彙 1二 f':1ご |ま裏言 董 警贔 1ム彙 農箕「 主 l婁 it:::真
の言 異 ,彗 |も 実物 を見 た こ とがない :て も,吉 :業だ け1=二1っ てい る. えた こと,,
ない景 色 .疑 験 した ことのない感動 it,ま きにその久 落感 ゅ ぇに ,候 た らの 言語
力1蔵熱を促 します.こ の 「容れ物 Jに 見台 う「中身」 を自分 !ま獲得 しなけれだな らな
い とい う成熱 に詢か うな1の よ うな ものを僕 た ち 11つ れに感 じる こ とにな ります .

す「雷碁健|テξ留憶:∴∵λ理|=基 1::言種賃£塁曳万雪営∵だ二Tli::奥
振状●・ 7■ ことを言 うの で ,tな いか _

'■
1:き 的 な言 :=活 動 Jと い うと, 自分のなかか ら次 々と新 しいアイデ ィアが浮

かんで きて ,そ れ が
`●

膚,に な ってゆ く生成的 ブ ロセ スを思 い浮かべ 主す けれ と ,
実際 に旭 きて いる ことit t,つ と複 雑 なん じゃないて しょ うか .
言葉だけがあって ,身′,実感が含=わ ない.そ の逆 ■,。身 体実感 はあ るか =糞
にな らな い_こ の絶 え ざろ不均衛 l・ 態 か t,言 葉 1● 生まれ て くる.I_し ろ,そ こか
ら しか言葉 は生 まれ てこなし、 だか ら, ■糧 二りた言議 :F重力と

`よ

. こ′,「 礎!え きる
不均街」を高い レベ′:祥維持す ることで ,ま ないか,撲 |ユそんな _■ うに思 う¨ 〔す
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(1)下 線 部 分 ① の
'1義

の 再 組 鐙

`ヒ

」 と :t, ど の よ うな こ と 力、 50宇 以 内 で 書 き な
さい .

(2)下 報 部分② イ。「なれ率 が■すあって ,そ れ.:こ びた りと撃 ま る コンテ ンツを■
して ヽ` るo と |■ . ど″pょ ぅな ことか , sO学以 Fヽ ‐で書 きな さい .

(3)下 線 部分 0ヽ こつ い て ,筆 率 は ,言 葉 が 生 ま lLて く る徐 卜に  :身 体 築感 :tお
るか , 言葉 に な らな い ,と い う

'卜
均 梃 状 態 が あ /~と 述 べ て い る .こ の こ とに
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(1)0 5(逓 り, (〕 13(達 り)

(2)〔 説功〕

なか ら20枚 目にある,右場のカー ドがYの カー ドであるので,左から19枚 日のカー トの

文字は Xで ある。これより,左 か ら18校 ξのカー ドの文字は, X,Yの どちらでもよい
か ら,左端か ら18孜 日までの18枚 のカー ト:ま ,ル ールに従つて

=べ
ることができる.

(′:=)18

17枚 のカー ドを,左か ら 9枚 目のカー ドが Yの カー ドで,こ のカー ドか らみてカー ドの
文字の配列 7・た右対称 とな るよ うに並べ ,下 の図の よ うに,並スフでいる17枚のカー ドを
左から順に1, 2, ,16, 17と すると, 1のカード|よ Xのカードだから,17のカード

もXのカードであり, 9のカード|よ Yのカードなので, 8,10の カードはXのカートで

ある。                      ・

□□  □国日□□  □日
8の 力■ ドが Xのカー ドなので ,7の カー ドは ,X,Yの カー ドの どち らで もよ :｀ か ら ,

1か ら 7ま での 7枚 のカー ドは ,ノ
'~ル
に従つて並べ られている。 また ,上 のメの , 1

か ら 7ま でのカー ドの並べ方 を一つ決 め,そ の並べ方 ti馨 頑 に 17か ら11ま でのカー ドを

並べ る と,文字の配列 が左右 対称 となるよ うに並べ ることがで きるので , 1か ら 7ま ぐ
の 7枚 のカー ドの並べ方が何通 りあるか を考 えれば よい。〃 =7の ときの並べ方 を致 え
ると21通 りとなる。 よつて,itべ方 ,1.21逓 りあう 21(通 り)

よって,"=18で ある.

(3)[説 明〕

(2,

(1)A イ     B ア    C 工    D ウ

(2)各チームが発表 した本について全員で話した後,それぞれが好きな本を._■び.そ の本を紹
介 したチームにカー トを波すイベントに参加 した,学校で行えば,生待が共感 し合い ,

もつと本を読みたくなるだろうと考えた。
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(1)

難解 なことであっても 場 に同一の情報 として くりかえ L′入力 され ると,意 味が理
'解 できるようになること

`

C讐
葉 と して習得 した ヽ 身 体的嚢鯰 打 椰 赫 があ る 春 意義 の うち

に,何 か未知の ものを見 るたびに,そ の語の意味 と一致す る身体的実感 を探 して
いるとい うこと.

(3)

私 は■1道 部 に所 属 していた. 2年 生にな り,剣 道 で大切 な心構 えを 1年 生に教 え
る際 . どう伝 えれば よいのか考 えたが ,な かなか表表できなかった,そ の時 ,:ネこ
に始 ま り札 に終わ る」 とい う言葉 を聞 き, 自分 も納得 した し,言 いたい こ とを伝
えることが できた。言葉 にな らない段階 を経て得 た言葉 は ,豫 く心 に刻 まれ る と
思 ).


